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特集 令和３年度 決算のあらまし
　令和３年度決算に当たっては、８人の委員で構成する
決算審査特別委員会を設置しました。９月14日からの審
査に先立ち令和３年度中に実施した主な事業の現地を
視察し、16日までの３日間にわたり慎重な審査を行いま
した。その後、９月22日の本会議において採決が行われ、
全ての会計決算を認定しました。

令和３年度決算審査特別委員
委 員 長

副委員長

委　　員

平井　正一

染谷　信一

庄司　真生
中村　裕介
滝本　恵一

小林　裕子
谷口　早苗
邑樂　   等

一般会計一般会計
収入（歳入）収入（歳入）
６４２億
６３０万６千円
６４２億
６３０万６千円

市税市税
225億
9,511万3千円
225億
9,511万3千円
（35.19％）（35.19％）

（5.59％）（5.59％）

（8.53％）（8.53％）

（1.73％）（1.73％）

地方消費税
交付金
地方消費税
交付金
35億
9,151万6千円
35億
9,151万6千円地方交付税地方交付税

54億
7,330万7千円
54億
7,330万7千円

（23.73％）（23.73％）

国庫支出金国庫支出金
152億
3,374万3千円
152億
3,374万3千円

（5.34％）（5.34％）

県支出金県支出金
34億
3,051万1千円
34億
3,051万1千円

使用料及び手数料使用料及び手数料
11億1,179万9千円11億1,179万9千円

（3.72％）（3.72％）

繰入金繰入金
23億8,629万4千円23億8,629万4千円

（3.63％）（3.63％）

繰越金繰越金
23億2,845万5千円23億2,845万5千円

（2.21％）（2.21％）

諸収入諸収入
14億1,771万8千円14億1,771万8千円

（6.86％）（6.86％）

市債市債
44億640万円44億640万円 （3.47％）（3.47％）

その他その他
22億3,145万円22億3,145万円

会計名

歳 入

一般会計

前年度比

歳 出
前年度比

64,206,306
△ 8,698,257

61,186,983
△ 9,389,126

17,108,185
777,234

16,841,326
673,189

12,644,716
△ 193,150

12,427,130
124,458

63,701
△ 6,008

63,701
△ 6,008

2,151,751
19,311

2,131,673
36,664

96,174,659
△ 8,100,870

92,650,813
△ 8,560,823

特別会計
合　計

国民健康保険 介護保険 次木親野井特定
土地区画整備事業 後期高齢者医療

令和3年度
各会計決算の概要

（単位：千円）

市民税、固定資産税など
市民の皆さんから納めら
れた税金

県税の地方消費税の一部
が県から配分されたお金

特定の使途のために国か
ら交付された補助金等

特定の使途のた
めに県から交付
された補助金等

地方公共団体間の行政サービスの
差をなくすために、国から配分さ
れたお金

認定
歳出総額
特別会計を含む 926億5,081万3千円

一般会計一般会計
支出（歳出）支出（歳出）
６11億
8,698万3千円
６11億
8,698万3千円

民生費民生費
264億
8,490万4千円
264億
8,490万4千円
（43.29％）（43.29％）

（10.75％）（10.75％）

（2.96％）（2.96％）

衛生費衛生費
65億
7,590万円
65億
7,590万円

（9.31％）（9.31％）

土木費土木費
56億
9,481万6千円
56億
9,481万6千円

（10.46％）（10.46％）

教育費教育費
64億
236万8千円
64億
236万8千円

（8.37％）（8.37％）

公債費公債費
51億
2,280万5千円
51億
2,280万5千円

消防費消防費
18億1,382万円18億1,382万円

（4.25％）（4.25％）

諸支出金諸支出金
25億9,885万4千円25億9,885万4千円

（3.19％）（3.19％）

その他その他
19億5,102万8千円19億5,102万8千円

（7.42％）（7.42％）

総務費総務費
45億
4,248万8千円
45億
4,248万8千円

３日間の審査では様々な質疑がありました３日間の審査では様々な質疑がありました

黒酢米推進に向けた
考えは？

コロナ禍における
介護保険認定調査の
体制は？

老人福祉センター大規模
改修工事後の利用状況は？

女性消防職員採用に
伴う職場環境の整備
状況は？

特集 令和３年度 決算のあらまし

市の全般的な管理事務、市税の賦課徴収、
戸籍や住民票の発行、選挙などにかかっ
たお金

高齢者、障がい者福祉、保
育所、子ども医療費助成
金などにかかったお金

小中学校、幼稚園、生涯学
習、文化、スポーツなどに
かかったお金

がん検診、予防接種、感染
症対策、環境保全、処理な
どにかかったお金

道路、河川、公園などの
整備、駅周辺のまちづく
りなどにかかったお金

消防・救急活動、
災害対策などに
かかったお金
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●平成19年度に整備してから15年近く経過
●東京五輪の競技種目であり、今後も利用者増が
予想されるため、全面的な改修工事及び敷地拡
張工事を実施
●良好なプレー環境が整えられ、利用者の安全性
が向上

●立教大学観光学部の学生が、市の歴史資源や清
水公園から関宿城博物館までのサイクリング
ロードを拠点とした観光資源の掘り起こし等
を行うとともに、ＳＮＳによる市の魅力発信を
実施
●市と協働で自転車と
川辺空間を組み合わ
せた新たな地域価値
を創出

●利用者が簡単にまめバスの運行情報をリアル
タイムに確認して安心して乗車できるようバ
スロケーションシステムを令和元年６月から
導入
●利用者のバス待ちの不安を解消しつつ、利便性
の向上を図る

●市の豊かな地域資源を活用し新たな付加価値
を生み出す事業を推進するとともに、地域経済
の活性化を図る
●採択事業3件に対し補助金を交付し支援
●全て商品化され販売中

総合公園スケートボードパーク
改修事業 決算額　1,658万3,600円

P I C K U P令和3年度決算

自転車を活用したまちづくり
Michi na Noda

決算額　64万4,003円

決算額　53万377円
新規商品開発事業

バスロケーションシステム
決算額　89万2,716円

せきやどミルクを使った
「関宿城出世カレー」

醤油を活用したカツオ風味
調味料「夢中になるぶっかけ
パスタ醤油」

醤油もろ味を練り込んだ
「夢中になるバウムクーヘン」
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●平成７年度の指定ごみ袋制度の導入以降、ごみ
の排出量は大幅に減少
●令和３年度は、２年度に引き続き緊急事態宣言
等に伴う外出自粛により、家庭ごみの排出容量
が増加したため、１世帯当たり指定ごみ袋10
枚分の無料引換券1枚の追加配布を実施

●新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、
市民及び事業者の水道料金支払いの負担感増
●市民生活や事業活動を支援するため、令和２年
度に引き続き２か月分の基本料金を全額免除

●コロナ禍において不安を抱えながら出産を迎
えた子育て世帯を支援するため、令和２年度の
国の特別定額給付金の対象外となった令和２
年４月28日以降に生まれた新生児を対象に、
国と同額の10万円を支給
●令和３年度は、令和３年４月２日から令和４年
４月１日までに生まれた新生児を対象に支給

指定ごみ袋追加配布事業
水道料金負担軽減対策事業

決算額　２億1,100万260円
決算額　693万5,205円

新生児特別定額給付金支給事業
決算額　7,996万4,227円

●各施設で感染者が確認された場合、濃厚接触者
以外の方に対して感染拡大防止のため、市独自
のＰＣＲ検査を実施

障 が い 福 祉 施 設
介 護 施 設 等
保 育 所 等
学 童 保 育 所
小中学校及び幼稚園

●
●
●
●
●

436万9,000円
544万4,120円
1,479万1,054円
610万4,670円
3,995万9,969円

感染症発生に伴うＰＣＲ検査
実施事業 決算額　7,066万8,813円
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
の
影
響
に
よ
り
、
肥
料

及
び
飼
料
の
価
格
の
高
騰
が
農
業
経
営
を
圧
迫

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
肥
料
価
格
等
高
騰
対
策

と
し
て
、
肥
料
等
に
係
る
経
費
の
一
部
に
対
す

る
補
助
金
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
肥
料
は
令
和
3
年
中
の
肥
料
費
の
１
割
、
飼

料
は
乳
牛
１
頭
当
た
り
４
千
円
な
ど
を
補
助
す

る
も
の
で
、上
限
額
は
い
ず
れ
も
30
万
円
で
す
。

農
業
経
営
者
を
支
援
し
ま
す

　　
千
葉
県
市
町
村
防
犯
カ
メ
ラ
等
設
置
事
業
補

助
金
を
活
用
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ

ま
す
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
は
当
初
設
置
か
ら
10
年
以
上
経

過
し
て
お
り
、
一
部
機
種
で
は
補

修
部
品
の
生
産
終
了
等
に
よ
り
修

理
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
令
和
4

年
度
は
14
台
を
更
新
し
、
15
台
が

新
た
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　野田市議会では、「総務」「環境経済」「文教福祉」「建設」の常任委員会を設置し、
各委員会が所管する議案等を審査しています。

　
日
本
を
終
戦
に
導
い
た
鈴
木
貫
太
郎
翁
を
郷

土
の
偉
人
と
し
て
、
そ
の
功
績
を
こ
れ
か
ら
も

後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
全
国
に
広
め
て
い

く
拠
点
と
し
て
記
念
館
を
再
建
す
る
べ
く
、
基

金
を
創
設
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
事
業
実
施
に
備
え
て
、
令
和
３
年
度

決
算
剰
余
金
の
う
ち
３
億
円
を
当
該
基
金
に
積

み
立
て
る
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
貫
太
郎
記
念
館

　
　 

　
　
再
建
基
金
に
積
み
立
て

　
野
田
市
斎
場
及
び
野
田
市
関
宿
斎
場
の
利
用

に
つ
い
て
、
現
行
の
紙
台
帳
に
よ
る
予
約
管
理

で
は
様
々
な
課
題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
民

の
利
便
性
と
管
理
方
法
の
向
上
を
図
る
た
め
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
空

き
状
況
の
確
認
や
仮
予
約
が
可
能
と
な
る
斎
場

予
約
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
稼
働
開
始
は
令
和
５
年
４
月
か
ら
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

斎
場
予
約
シ
ス
テ
ム
で

　
　
　
　
　
　 

　
よ
り
便
利
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す

全
会一致

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

総
　
務
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全
会一致

全
会一致

全
会一致

全
会一致

全
会一致

全
会一致

　　
野
田
幼
稚
園
の
3
年
保
育
に
つ
い
て
は
、「
こ

ば
と
プ
レ
ル
ー
ム
」
に
通
う
子
供
の
保
護
者
か

ら
の
強
い
要
望
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
あ

り
、令
和
４
年
10
月
か
ら
３
年
保
育
を
導
入
し
、

早
期
に
保
育
を
必
要
と
す
る
幼
児
の
受
皿
と
し

て
機
能
さ
せ
る
た
め
、
条
例
の
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

燃
料
価
格
高
騰
の

　
　
　
　

   

影
響
が
多
方
面
に

総　務

　
2
0
2
3
年
10
月
か
ら
実
施
予
定
の
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
お
い
て
は
、
地
域
経
済
の
中
心
を

担
う
中
小・小
規
模
事
業
者
の
経
営
危
機
な
ど
、

深
刻
な
状
況
が
続
く
中
で
は
、
制
度
に
対
応
で

き
る
状
況
で
は
な
く
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入

延
期
を
求
め
、
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
委
員
会
及
び
本
会
議
で
も

採
択
と
な
り
、
関
係
機
関
に
意
見
書
を
送
付
し

ま
し
た
。 野

田
幼
稚
園
で

   

３
年
保
育
が
開
始
さ
れ
ま
す

文教福祉■
市
立
幼
稚
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
改
正

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度（
適
格
請
求
書

等
保
存
方
式
）の
延
期
を
求
め
る

意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

環境経済

請願
第3号

　
本
請
願
は
、
教
育
の
全
国
水
準
や
機
会
均
等

を
確
保
す
る
義
務
教
育
の
基
盤
づ
く
り
の
た
め

に
設
け
ら
れ
た
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
を
求
め
、
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
委
員
会
及
び
本
会
議
で
も

採
択
と
な
り
、
関
係
機
関
に
意
見
書
を
送
付
し

ま
し
た
。

　
本
請
願
は
、
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
を
目
指

し
豊
か
な
教
育
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
子
供

た
ち
の
教
育
環
境
の
整
備
を
一
層
進
め
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
2
0
2
3
年
度
に
向
け
て

予
算
の
充
実
を
働
き
か
け
る
こ
と
を
求
め
た
請

願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
委
員
会
及
び
本
会
議
で
も

採
択
と
な
り
、
関
係
機
関
に
意
見
書
を
送
付
し

ま
し
た
。

国
に
お
け
る
2
0
2
3
年
度

教
育
予
算
拡
充
に
関
す
る
意

見
書
」
採
択
に
関
す
る
請
願

文教福祉

請願
第1号

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書
」

採
択
に
関
す
る
請
願

文教福祉

請願
第2号

付
託
議
案
の
詳
細
、
審
議
内
容
、
討
論
等
は

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。▶

　
燃
料
価
格
が
高
騰
し

た
影
響
に
よ
り
、
各
施

設
の
電
気
料
、
ガ
ス
料

及
び
燃
料
費
の
不
足
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

現
時
点
の
価
格
等
を
基

に
年
度
末
ま
で
の
不
足

見
込
額
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。

　
主
な
施
設
ご
と
の
補

正
額
は
下
の
表
の
と
お

り
で
す
。

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　
燃
料
価
格
が
高
騰
し
た
影
響
に
よ
り
、
電
気

料
の
不
足
が
見
込
ま
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

の
価
格
等
を
基
に
年
度
末
ま
で
の
不
足
見
込
額

2
千
902
万
2
千
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

■
令
和
４
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

燃
料
価
格
高
騰
の
影
響
で
補
正

建　設

主な施設の補正額一覧
※電気料・ガス料・燃料費の合計（単位：千円）

施設名 本庁舎

44,639 131,692

小中学校

166,367

その他

6,355

公民館

補正額

令和4年11月1日発行7



デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
が
さ
ら
に
進
む
た

め
に
は
、
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
向
上
と

校
務
時
間
短
縮
が
課
題
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
に
、

教
育
委
員
会
で
は
昨
年
度
か
ら
グ
ー
グ
ル

社
と
連
携
し
教
員
個
々
の
ス
キ
ル
に
応
じ
た
研
修
会

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
活
用
が
進
ま
な
い
学
校

に
は
、
指
導
課
職
員
が
訪
問
し
、
指
導
・
助
言
を

行
っ
て
い
る
。
校
務
時
間
短
縮
の
取
組
と
し
て
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
小
中
学
校
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
を
整
備
し
、
学
籍
情
報
、
出
席
簿
、
保
健
関
係

書
類
の
処
理
や
教
育
委
員
会
と
各
学
校
間
で
の
文
書

の
や
り
と
り
等
が
デ
ジ
タ
ル
で
行
う
こ
と
が
で
き
、

業
務
改
善
が
期
待
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
実
態
を
見
な

が
ら
、
各
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
、
教
員
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
ス
キ
ル
の
向
上
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
校
務
時

間
の
短
縮
が
進
む
よ
う
努
め
て
い
く
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
内
容
に
つ
い
て

問答

民
生
委
員
の
成
り
手
の
心
理
的
負
担
軽

減
と
し
て
、「
対
応
し
な
い
範
囲
」
の
整
理

の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

市
で
は
「
活
動
の
目
安
と
考
え
方 

Ｑ
＆

Ａ
」
を
作
成
し
て
い
る
が
、
対
応
し
な
い

範
囲
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
民
生
委
員
や

児
童
委
員
が
活
動
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
対
応
し
な

い
範
囲
に
つ
い
て
も
、
内
容
を
見
直
し
て
い
く
。

ま
た
、
毎
月
市
内
８
地
区
で
開
催
さ
れ
て
い
る
地

区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
に
お
い
て
、
民
生
委

員
や
児
童
委
員
が
普
段
か
ら

抱
え
て
い
る
悩
み
や
疑
問
な

ど
を
聞
き
、
そ
の
対
応
方
法

等
を
委
員
が
共
有
で
き
る
機

会
を
設
け
、
委
員
が
よ
り
活

動
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
連

携
し
て
い
く
。

民
生
委
員
の
成
り
手
不
足
に
つ
い
て

問答

市政を　 う
一般質問 問 A

Q
　9月定例会では１8人の議員が一般質問に登壇しました。こちらでは質疑を抜粋し、
要約したものを紹介します。
※ＱＲコードから、2月14日まで一般質問の動画をご覧いただくことができます。2月15日以降は、議
会ホームページの録画中継をご利用ください。

古
橋
　
敏
夫

 

議
員

 

六
諭
会

・
児
童
・
生
徒
の
自
転
車
保
険
加
入
の
義
務
化

・
男
性
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置

他
の
質
問

木
名
瀬
　
宣
人

 

議
員

 

政
清
会

他
の
質
問

・
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
事
業

のだ市議会だより 156号 8



市
内
に
お
け
る
所
有
者
不
明
土
地
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

市
の
事
業
に
お
い
て
、
用
地
買
収
や
物

件
移
転
補
償
が
伴
う
事
業
で
は
、
ま
ず
所

有
者
を
確
定
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
権
利
者
の
調
査

の
結
果
、
調
査
結
果
と
し
て
所
有
者
が
お
亡
く
な
り

に
な
っ
て
い
た
り
、
所
有
不
明
と
な
っ
て
い
る
場
合

に
初
め
て
所
有
者
不
明
土
地
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す

る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
た
め
、
市
内
の
所

有
者
不
明
土
地
の
全
体
数

や
詳
細
に
つ
い
て
は
把
握

し
て
い
な
い
が
、
令
和
４

年
度
に
市
が
実
施
し
て
い

る
事
業
に
つ
い
て
は
、
所

有
者
不
明
土
地
の
問
題
は

生
じ
て
い
な
い
。

所
有
者
不
明
土
地
の
問
題
に
つ
い
て

問答

総
合
公
園
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
及
び

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ル
ー

ム
の
利
用
再
開
に
向
け
た
見
解
に
つ
い
て
伺
う
。

　
７
月
に
始
ま
っ
た
第
７
波
に
よ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
急
増
し
、
８
月

に
は
１
日
当
た
り
の
新
規
感
染
者
が
過
去
最
多
を
記

録
し
た
こ
と
に
加
え
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
派
生
型
へ

の
警
戒
も
必
要
な
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
施
設
の
感

染
対
策
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
総
合
公
園
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
、
換
気
の

問
題
や
設
備
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
施
設
の
在
り
方
や
関
宿
総
合
公
園
の
先
行
再

開
に
つ
い
て
野
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
に
図
り
、

今
後
の
方
針
を
決
定
し
た
い
。
な
お
総
合
公
園
に
つ

い
て
は
、
施
設
の
閉
鎖
を
含
め
た
意
見
を
伺
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

問答 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
に

お
け
る
市
体
育
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

熊
谷
市
で
は
歩
数
ラ
ン
キ
ン
グ
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
公
開
す
る
な
ど
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
を
図
っ
て
い
る
が
、
導
入
し
て
い
る
ラ
ン
キ
ン

グ
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。　

　
ラ
ン
キ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
ア
プ
リ
の
導

入
に
よ
り
、
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
や
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
、
習
慣
化
と
い
う
点
で
非
常
に

有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
市
で
は
、
既
に
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
ア
プ
リ

の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
が
、
現
在
、
国
に
お
い
て

個
人
の
健
診
記
録
等
を
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
連
携
し

活
用
す
る
取
組
が
進
ん
で
お
り
、
民
間
事
業
者
の
ア

プ
リ
と
連
動
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ア
プ
リ
の
導
入
時
期
に
合
わ
せ
て
ラ
ン
キ
ン
グ

の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

　

問答 健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
に
つ
い
て

𠮷
岡
　
美
雪

 

議
員

 

公
明
党

滝
本
　
恵
一

 

議
員

 

民
主
連
合

・
水
道
検
針

・
野
焼
き

他
の
質
問

・
庁
舎
内
ト
イ
レ
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

・
鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
再
建

他
の
質
問

・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

・
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
助
成

他
の
質
問

長
　
　
勝
則

 

議
員

 

日
本
共
産
党

令和4年11月1日発行9



子
供
た
ち
が
水
に
慣
れ
親
し
む
機
会
と
水

難
事
故
防
止
の
た
め
、
小
学
校
プ
ー
ル
の
開

放
な
ど
効
果
的
な
利
用
は
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

　
夏
季
休
業
中
の
プ
ー
ル
開
放
に
つ
い
て

は
、
学
校
に
よ
っ
て
プ
ー
ル
の
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
設
備
の
不
具
合
等
で
緊
急
対
応
が
必

要
な
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
学
校
の
管
理
下
以
外
で

利
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
他
市
の
よ
う
に

市
内
の
数
校
で
プ
ー
ル
を
開
放
し
た
場
合
、
開
放
さ

れ
る
学
校
と
そ
う
で
な
い
学
校
と
の
地
域
差
が
生
ま

れ
、
不
公
平
感
に
つ
な
が
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
た
め
、
監
視
員
を
雇
用
し
て
実
施
し
た
り
、

プ
ー
ル
開
放
事
業
自
体
を
業
務
委
託
し
た
り
す
る
の

で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
よ
う
に
夏
季
休
業
中

に
は
学
校
が
主
体
と
な
り
、
計
画
的
に
時
間
を
割
り

振
り
な
が
ら
学
年
ご
と
に
実
施
す
る
水
泳
指
導
を
充

実
し
て
い
き
た
い
。

保
護
者
負
担
の
軽
減
の
た
め
、
多
子
世
帯

を
対
象
と
し
た
学
校
給
食
費
無
償
化
を
実
施

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

学
校
給
食
の
経
費
負
担
は
、
学
校
給
食
法

等
の
規
定
に
よ
り
基
本
的
に
食
材
料
費
は
保

護
者
負
担
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
保
護
者
負

担
を
少
し
で
も
軽
減
し
よ
う
と
、
野
田
産
米
購
入
費

の
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。
加
え
て
、
今
年
度
は
食

材
料
費
や
物
流
費
の
高
騰
が
学
校
給
食
の
現
場
に
影

響
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
保
護
者
負
担
軽

減
の
た
め
、
食
材
料
費
の
補
助
も
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
、
保
護
者
負
担
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
、

物
価
高
騰
が
継
続
し
た
場
合
は
、
野
田
産
米
の
購
入

費
補
助
や
給
食
費
の
値
上
げ
な
ど
を
学
校
給
食
運
営

委
員
会
に
諮
り
検
討
し
て
い
く
。
そ
の
ほ
か
、
就
学

援
助
制
度
の
認
定
基
準
の
見
直
し
や
県
が
進
め
る
第

３
子
以
降
へ
の
補
助
も
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

指
定
ご
み
袋
の
仕
様
を
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
等
環
境
配
慮
型
素
材
に
変
換
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
市
で
は
、
第
４
次
野
田
市
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
を
10
月
に
策
定
す
る
予
定
で
あ

り
、
そ
の
中
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
森
林
を
市

民
の
森
と
し
て
指
定
し
保
護
す
る
こ
と
や
、
電
気
自

動
車
の
公
用
車
を
今
後
も
順
次
導
入
し
て
い
く
こ
と
、

ご
み
の
減
量
に
加
え
、
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
ご
み
袋
の
導
入
に
つ
い
て
も
位
置
づ
け
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
な
お
、
具
体
的
な
導
入

時
期
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
指
定
ご
み
袋
供
給
事
業

の
委
託
期
間
が
終
了
す
る

令
和
６
年
10
月
以
降
の
導
入

に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

　

問答 バ
イ
オ
マ
ス
配
合
の

　    

指
定
ご
み
袋
の
導
入
に
つ
い
て

谷
口
　
早
苗

 

議
員

 

無
所
属
の
会

金
木
　
祐
輔

 

議
員

 

野
田
の
明
日
を
考
え
る
会

栗
原
　
基
起

 

議
員

 

新
し
い
風

多
子
世
帯
の
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て

問答

夏
休
み
中
の
プ
ー
ル
の
利
用
に
つ
い
て

問答

・
財
政
調
整
基
金
の
運
用
方
法

・
災
害
用
ド
ロ
ー
ン
の
運
用

他
の
質
問

・
梅
郷
駅
入
口
の
五
差
路
の
交
通
安
全
対
策

・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備

他
の
質
問

他
の
質
問

・
ま
め
バ
ス
運
行
に
係
る
基
礎
調
査

のだ市議会だより 156号 10



指
定
ご
み
袋
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
防
犯

面
に
つ
い
て
不
安
を
持
つ
声
が
多
い
が
、

見
解
に
つ
い
て
伺
う
。

記
名
制
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

や
防
犯
面
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
女
性
の

一
人
世
帯
が
わ
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
心
配
と
い
う

相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
集
積
所
を
管
理
し
て

い
る
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
等
に
相
談
の
上
、
男
性

の
名
前
で
ご
み
出
し
す
る
等
に
よ
り
対
応
を
し
て
い

る
。
ご
み
袋
の
半
透
明
化
は
ご
み
出
し
ル
ー
ル
の
徹

底
等
を
考
慮
す
る
と
、
中
身
を
確
認
で
き
る
範
囲
で

の
色
付
け
に
な
る
た
め
、
見
ら
れ
た
く
な
い
ご
み
は
、

小
袋
等
に
入
れ
排
出
す
る
こ
と
で
対
応
い
た
だ
い
て

い
る
。
さ
ら
に
当
番
の
方
な
ど
が
記
名
さ
れ
た
ご
み

袋
を
見
て
誰
の
出
し
た
ご
み
な
の
か
が
わ
か
れ
ば
、

中
身
を
確
認
す
る
こ
と
な
く
、
正
し
い
ご
み
の
出
し

方
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
守
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

市
関
連
施
設
等
に
蛮
行
者
が
侵
入
し
て

き
た
場
合
の
危
機
管
理
対
策
及
び
日
頃
の

警
備
訓
練
や
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
相
手
方
が
突
然
の
蛮
行
に
及
ん
だ
際
に

は
、各
施
設
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

直
ち
に
警
察
に
通
報
す
る
と
と
も
に
、
職
員
間
で
の

共
有
を
図
り
、
組
織
的
な
対
応
を
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
さ
す
ま
た
の
使
用
に
当
た
っ
て
は
訓
練
が
必

要
で
あ
り
、
か
え
っ
て
危
険
が
生
じ
る
お
そ
れ
も
あ

る
た
め
、
不
審
者
が
侵
入
し
た
場
合
の
施
設
内
で
の

情
報
の
伝
達
な
ど
の
危
機
管
理
の
体
制
を
整
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
警
察
の
協
力
を
得
て
不
審
者
侵
入
対
応
訓

練
を
実
施
し
て
お
り
、
凶
器
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
と

き
な
ど
の
実
技
指
導
を
受
け
て
い
る
。
今
後
も
職
員

の
危
機
管
理
意
識
の
向
上
を
図
り
、
凶
悪
な
事
案
の

発
生
を
未
然
に
防
ぎ
、
発
生
し
た
場
合
に
迅
速
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
日
頃
の
準
備
を
行
っ
て
い
く
。

再
生
資
源
物
の
屋
外
保
管
を
行
う
者
が
守

る
べ
き
義
務
等
、
必
要
な
事
項
を
定
め
た
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

住
民
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
現
在
、

条
例
の
制
定
に
向
け
、
手
続
き
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
ず
は
新
規
の
施
設
を
許
可

制
と
し
て
規
制
し
、
罰
則
規
定
を
設
け
ず
、
令
和
５

年
４
月
に
は
条
例
の
施
行
を
予
定
し
て
い
る
。

条
例
の
施
行
後
は
、
既
存
施
設
も
含
め
た
改
正
も

視
野
に
入
れ
進
め
る
と
と
も
に
、
罰
則
規
定
に
つ
い

て
も
警
察
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。
一
方
、
県
で
も

よ
う
や
く
条
例
の
制
定
に
向
け
て
検
討
に
入
っ
た
た

め
、
県
の
条
例
制
定
後
は
そ
の
動
向
も
見
極
め
な
が

ら
市
の
条
例
を
改
正
す
る
か
、
県
の
条
例
の
適
用
を

受
け
る
か
を
検
証
し
て
い
く
。

ご
み
問
題
の
対
策
に
つ
い
て

問答

危
機
管
理
対
策
に
つ
い
て

問答

河
井
　
哲
弥

 

議
員

 

い
ち
い
の
会

深
井
　
和
幸

 

議
員

 

政
清
会

庄
司
　
真
生

 

議
員

 

野
田
フ
ァ
イ
ト
の
会

他
の
質
問

・
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
の
利
用

他
の
質
問

・
家
庭
ご
み
袋
記
名

再
生
資
源
物
の

　
　  

屋
外
保
管
事
業
場
に
つ
い
て

問答・
千
葉
北
西
部
の
交
通
円
滑
化
対
策

・
野
田
橋
周
辺
の
交
通
渋
滞
緩
和

・
国
民
年
金
保
険
料
の
産
前
産
後
の
免
除
制
度

他
の
質
問
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新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
発
症
や
熱
中
症
な

ど
で
、
救
急
車
出
動
要
請
が
、
出
動
可
能

台
数
を
上
回
り
、
不
足
し
た
場
合
の
対
応
を
伺
う
。

救
急
車
は
、
消
防
本
部
消
防
署
に
２
台
、

各
署
所
に
１
台
ず
つ
を
配
備
し
、
全
７
台

配
備
し
て
い
る
。
全
７
台
が
出
動
し
た
際
に
救
急
要

請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
消
防
相
互
応
援
協
定
に
基
づ

き
、
近
隣
市
の
救
急
車
に
応
援
出
動
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
そ
の
場
合
、
直
近
の
消
防
署
か
ら
消
防
車
が

先
行
し
て
応
急
手
当
て
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
近
隣
市
の
救
急
車
も
多
数
出
動
し
応
援
出

動
で
き
な
い
場
合
は
、
市
内
に
出
動
中
の
救
急
隊
の

活
動
状
況
を
確
認
し
た
上
で
、
速
や
か
に
出
動
さ
せ

る
対
応
を
と
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
救
急
事
案
に
お

い
て
も
、
救
急
隊
は
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
つ
け
、

傷
病
者
に
対
し
て
適
切
な
処
置
を
行
い
、
速
や
か
に

近
く
の
適
切
な
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
る
。

救
急
車
が
不
足
し
た
場
合
の
対
応
は

問答

魅
力
あ
る
暮
ら
し
や
す
い
市
の
実
現
の

た
め
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
行
く
べ
き

と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年

度
か
ら
の
導
入
を
目
指
し
て
お
り
、
個
別

で
進
め
る
よ
り
全
庁
的
に
進
め
る
こ
と
で
、
導
入
コ

ス
ト
の
削
減
や
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
も
図
ら
れ
、
よ
り

効
果
が
上
が
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
パ
ソ

コ
ン
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
と
い
っ
た
技
術
的
な
業

務
だ
け
で
な
く
、
事
務
の
効
率
化
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
等
に
つ
な
が
る
施
策
を
市
全
体
的
な
視
点
で

進
め
て
い
く
。
さ
ら
に
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
進
め
て
い
く

上
で
は
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
だ
け
で
な
く
、
職

員
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す
る
知
識
等
も
重
要
な
課
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
職
員
研
修
に
お
い
て
、

デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設

け
、
市
職
員
の
意
識
改
革
を
図
っ
て
い
く
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

問答

軽
度
の
発
達
障
が
い
が
あ
る
方
へ
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、

援
助
を
受
け
た
い
利
用
会
員
と
そ
の
児
童
、

援
助
を
行
う
提
供
会
員
及
び
両
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
う
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
３
者
が
事
前
に
面
談
し
、
児

童
の
情
報
や
保
護
者
の
心
配
等
を
聞
き
取
り
、
信
頼

関
係
を
築
い
て
か
ら
援
助
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
近

年
の
実
績
と
し
て
は
、
令
和
４
年
度
が
８
月
末
で
５

名
、
３
年
度
は
８
名
、
２
年
度
は
８
名
の
軽
度
の
発

達
障
が
い
の
あ
る
児
童
を
預
か
っ
て
い
る
。

ま
た
、
軽
度
の
発
達
障
が
い
の
あ
る
お
子
様
へ
の

対
応
と
し
て
、
提
供
会
員
を
対
象
に
野
田
市
自
閉
症

協
会
の
方
を
講
師
と
し
た
講
習
会
を
年
１
回
実
施
し

て
い
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー

　

  

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

問答

川
崎
　
貴
志

 

議
員

 

六
諭
会

古
矢
　
千
晴

 

議
員

 

民
主
連
合

桜
田
　
康
則

 

議
員

 

公
明
党

他
の
質
問

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
利
用

・
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果

・
電
話
de
詐
欺
等
の
特
殊
詐
欺
へ
の
対
策

他
の
質
問

・
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化

・
新
生
児
訪
問

他
の
質
問
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地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
体
制

作
り
と
し
て
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
の
今
後
の
取
組
を
伺
う
。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
で
は
、
属

性
を
問
わ
な
い
相
談
支
援
、
参
加
支
援
、

地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
の
３
つ
を
一
体
的
に
実

施
す
る
こ
と
を
必
須
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
事
業
の
連
携
強
化
や
拡
充
を
基
本
と
し
、

課
題
解
決
の
た
め
の
分
析
と
と
も
に
、
国
の
新
た
な

事
業
展
開
に
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
は
、
令
和
６
年
度
の
本
格
実
施
に
向
け
、
既

存
の
事
業
継
続
や
準
備
事
業
等
に
よ
る
課
題
解
決
の

た
め
の
分
析
を
進
め
、
５
年
度
に
は
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
実
施
計
画
を
策
定
し
、
一
人
一
人
が
生

き
が
い
や
役
割
を
持
ち
、
助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
の
で
き
る
包
摂
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、

地
域
や
社
会
を
作
っ
て
い
く
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て

問答

今
後
進
め
る
予
定
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
の
現
状
・
課
題
・
展
望
を
伺
う
。

　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
は
行
政
改
革

大
綱
実
施
計
画
に
位
置
づ
け
、
令
和
6
年

度
を
目
途
に
総
合
窓
口
開
設
等
も
視
野
に
入
れ
、
検

討
す
る
と
し
て
い
る
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
等
、
検

討
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。今
後
の
展
望
と
し
て
は
、

総
合
窓
口
に
も
様
々
な
形
態
が
あ
り
、
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。　

　
現
在
市
民
課
で
は
、
死
亡
届
の
提
出
に
併
せ
、
市

役
所
で
の
諸
手
続
を
１
冊
に
ま
と
め
て
配
布
し
、
好

評
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
の
、
複
数
の
窓
口
に
お
け

る
慣
れ
な
い
手
続
き
が
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、御
遺
族
の
負
担
を
軽
減
す
る
専
門
の
窓
口「
お

く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
を
年
度
内
に
設
置
し
、
申
請
書

等
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
手
続
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

問答

家
庭
環
境
に
よ
る
格
差
な
く
、
子
供
の

健
や
か
な
成
長
を
保
障
す
る
た
め
、
給
食

費
無
償
化
の
早
期
実
現
へ
の
考
え
を
伺
う
。

学
校
給
食
法
等
の
規
定
で
食
材
費
は
基

本
的
に
保
護
者
負
担
と
な
っ
て
い
る
が
負

担
軽
減
の
た
め
、
令
和
３
年
度
は
野
田
産
米
の
購
入

費
補
助
で
約
２
千
640
万
円
を
、
今
年
度
は
物
価
の
高

騰
を
受
け
、
食
材
費
約
４
千
350
万
円
の
補
助
を
実
施

し
た
。
今
後
も
保
護
者
負
担
を
基
本
と
し
、
物
価
高

騰
が
継
続
す
る
場
合
は
対
応
に
つ
い
て
学
校
給
食
運

営
委
員
会
に
諮
り
検
討
し
て
い
く
。
給
食
費
完
全
無

償
化
に
は
、
３
年
度
で
見
て
約
５
億
７
千
万
円
の
財

政
負
担
が
必
要
で
あ
り
、
現
状
で
は
教
職
員
の
配
置
、

学
校
、
給
食
施
設
の
対
応
等
、
喫
緊
の
課
題
を
優
先

し
、
完
全
無
償
化
は
国
で
財
政
措
置
を
講
じ
る
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

 

学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

問答

星
野
　
幸
治

 

議
員

 

日
本
共
産
党

内
田
　
陽
一

 

議
員

 

公
明
党

濵
田
　
勇
次

 

議
員

 

六
諭
会

他
の
質
問

・
子
供
の
視
力
低
下

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

・
防
災
対
策

他
の
質
問

・
子
供
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

・
洪
水
対
策　
・
ご
み
対
策

他
の
質
問
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配
水
管
劣
化
診
断
へ
の
Ａ
Ｉ
の
活
用
及

び
自
然
災
害
前
後
の
漏
水
状
況
の
衛
星
デ

ー
タ
に
よ
る
検
証
・
利
活
用
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ
Ｉ
水
道
管
劣
化
予
測
診
断
ツ
ー
ル
を

導
入
し
管
路
更
新
計
画
を
策
定
し
た
事
例

や
、
衛
星
デ
ー
タ
を
基
に
分
析
・
解
析
し
、
漏
水
の

可
能
性
を
判
定
す
る
実
証
実
験
を
行
う
先
進
自
治
体

が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

当
市
に
お
い
て
も
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
管
路
更
新

計
画
の
策
定
に
注
目
を
し
て
い
る
が
、
現
状
で
は
実

証
実
験
段
階
の
団
体
が
多
く
、
確
固
た
る
成
果
が
確

認
さ
れ
た
も
の
と
は
言
え
ず
、
今
後
実
証
実
験
の
評

価
等
を
踏
ま
え
、
現
在
策
定
を
進
め
て
い
る
配
水
管

更
新
計
画
を
さ
ら
に
見
直
す
際
に
は
導
入
を
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
人
工
衛
星
と
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
漏
水
判
定

に
つ
い
て
も
情
報
収
集
に
努
め
、
費
用
対
効
果
の
検

証
を
行
い
導
入
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

水
道
事
業
の
展
望
に
つ
い
て

問答

竹
内
　
美
穂

 

議
員

 

六
諭
会

他
の
質
問

・
市
役
所
８
階
レ
ス
ト
ラ
ン
の
再
開

教えて!

　のだ市議会だよりは、年間4回の定例会後に委員8名で構成される広報委員会が
作成して皆様にお届けしております。

●季節感や議案に関係した市の施設などを取り入れた表紙を検討します。
　さらに特集記事や全体の構成を検討します。

●掲載する記事は、市民に関連が深い
議案等を協議し、選定しています。

編集会議

編集会議

●全体の確認と、次号の特集記事の検討
　を始めます。

編集会議

●最終的に広報委員会を開き、編集内容を決定します。広報委員会

印 刷

記事作成、掲載写真の撮影、内容の確認を繰り返します。記事作成、掲載写真の撮影、内容の確認を繰り返します。

　今定例会号より、
最終ページに広報委員による
　編集後記欄を
　設けました。自治会等を通じ、自治会等を通じ、

各世帯へお届け各世帯へお届け

広報委員による編集会議広報委員による編集会議

〈議会だよりができるまで〉〈議会だよりができるまで〉
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議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議案 
認 　
認 　
認 　
認 　
認 　
認 　
認

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
１
２
３
４
５
６
７

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号

職員の育児休業等に関する条例の一部改正
手数料条例の一部改正
市立幼稚園の設置及び管理に関する条例の一部改正
令和４年度一般会計補正予算（第６号）
令和４年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
令和４年度介護保険特別会計補正予算（第１号）
令和４年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
令和４年度一般会計補正予算（第７号）
令和４年度水道事業会計補正予算（第２号）
固定資産評価審査委員会委員の選任（濱田 柾希氏）
令和３年度一般会計歳入歳出決算認定
令和３年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
令和３年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定
令和３年度次木親野井特定土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定
令和３年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定
令和３年度水道事業会計決算認定
令和３年度下水道事業会計決算認定

可　決・全会一致
可　決・全会一致
可　決・全会一致
可　決・全会一致
可　決・全会一致
可　決・全会一致
可　決・全会一致
可　決・全会一致
可　決・全会一致
同　意・全会一致
認　定・賛成多数
認　定・全会一致
認　定・賛成多数
認　定・全会一致
認　定・賛成多数
認　定・賛成多数
認　定・賛成多数

議案番号 件　　　　　　　　　名 審議結果

議 案 １第 号 令和４年度一般会計補正予算（第 5 号） 可　決・全会一致
議案番号 件　　　　　　　　　名 審議結果

市議会ホームページには、賛否が分かれたものについての議員別結果を
掲載しております。
https://www.city.noda.chiba.jp/gikai/index.html

議案等の審議結果

■ 9 月定例会の審議結果

■ 7 月臨時会の審議結果

市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
市議会会議規則の一部改正
安倍晋三元首相の「国葬」中止を求める意見書
「旧統一協会」と政治家の癒着を究明し、決別を求める意見書
インボイス制度（適格請求書等保存方式）の延期を求める意見書
国における２０２３年度教育予算拡充に関する意見書
義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書

可　決・全会一致
可　決・全会一致
否　決・賛成少数
可　決・賛成多数
可　決・全会一致
可　決・全会一致
可　決・全会一致

発議番号 件　　　　　　　　　名 審議結果
発 議
発 議
発 議
発 議
発 議
発 議
発 議

5
6
7
8
9
10
11

第
第
第
第
第
第
第

号
号
号
号
号
号
号

「国における２０２３年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願 
「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願 
インボイス制度（適格請求書等保存方式）の延期を求める意見書提出を求める請願 

採　択・全会一致
採　択・全会一致
採　択・全会一致

請願番号 件　　　　　　　　　名 審議結果
請 願
請 願
請 願

1
2
3

第
第
第

号
号
号
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見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

の　だ
市議会
だより

No.156　令和 4年 11月 1日発行／野田市議会広報委員会
〒278-8550　千葉県野田市鶴奉 7－1　TEL.04-7125-1111
野田市議会ホームページ https://www.city.noda.chiba.jp/gikai/index.html

野田市議会

定例会の日程は市議会ホームページでもご覧いただけます。

　日程は11月 24日（木）に開催予定の議会運営委員会
で正式に決定します。

12月定例会のお知らせ

開会の予定です
11 29 火

曜日月 日

　無料アプリ「カタログポケット
（Catalog Pocket）」を使って、のだ
市議会だよりが、スマートフォンやタブ
レット、パソコンでご覧いただくこと
ができるようになりました。

スマートフォンやパソコンで

のだ市議会だよりが
ご覧になれます
のだ市議会だよりが
ご覧になれます

Android版 iOS版ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は

こ
ち
ら
か
ら

注：アプリのダウンロードは無料ですが、情報の受信には通信料が発生しますので、ご注意
ください。アプリをインストールしなくても、ウェブサイトで閲覧は可能です。

11月29日（火）

12月  ６ 日（火）
7 日（水） 
8 日（木）
9日（金） 
12日（月）
13日（火）
16日（金）

開　会

閉　会

会期の決定、
議案上程、市政一般報告

議案質疑、委員会付託

一般質問 

常任委員会（議案等の審査）

委員長報告、質疑、討論、採決

編 集 後 記
　読書の秋、スポーツの秋、食欲の秋、皆様は
どの秋を堪能されていますか。
　さて、のだ市議会だよりは、今定例会号か
ら編集後記を開始することになりました。編
集時の秘話や広報委員の思いなど、これから
も議会と皆様をつなぐツールの一つとして、市
民の皆様にとって親しみやすくわかりやすい
広報紙となるよう励んでまいりますので、よろ
しくお願いいたします。

委員長　木名瀬 宣人

のだ市議会だより 156号 16




